
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況
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施策主管課

地域社会や事業者，行政が連携して，日常生活を取り巻くさまざまな不安を解消し，市民が，安全
で安心した生活を送っています。
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総合計画記載頁

施策目標 市民が犯罪の起きにくい地域社会で，安心して暮らしています。

政策の柱 Ⅰ　市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支えるために
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市民満足度施策指標

　環境点検活動などを通じた防犯上の問題箇所の把握・改善など，地域における自主的な防犯活動を支援するこ
となどにより，地域全体の防犯力の向上を図るとともに，市民の犯罪被害に対する「不安感の軽減」と夜間におけ
る「犯罪の未然防止」を図るため，適正な防犯灯の配置や維持管理を促進することなどにより，　「刑法犯認知件
数」，「不安を少しでも感じる市民の割合」は年々減少しており，目標値に近づいている。
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※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について
　
  ★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　×　１００　（％）

　
　★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　１００　（％）

  実績値
単年度目標値

単年度目標値
　実績値



３　施策を構成する事業の状況

４　今後の施策の取組方針

　平成１６年施行の「犯罪被害者等基本法」により，犯罪被害者等の支援は
地方公共団体の責務とされた中，継続的かつ安定的な運営を支援するため，
被害者支援センターとちぎへの負担金の継続や市有施設における「犯罪被
害者支援自動販売機」の設置促進，本庁舎におけるパネル展の開催支援等
を行う。

Ｈ１７

　地域の安全・安心を高める自主防犯活動団体に対して，重要かつ有用な情
報となる不審者情報を継続的に提供し，効果的な活動となるよう支援する。
　また，犯罪抑止効果の高い青色回転灯装着車による防犯パトロールについ
て，地域におけるパトロールを促進する。

市民・事業者等

・負担金の交付
・パネル展開催の支援

・負担金の交付
・協会の運営

地域の自主的な防犯活動の実施

・不審者情報を携帯電話のメー
ル機能を利用し，登録者への提
供
・青色回転灯装備車による防犯
パトロールの実施

宇都宮防犯協会

（社）被害者支援センターとち
ぎ

〈主要事業〉
◆防犯灯設置等・管理補助金
　電気使用量と管理負担の低減を図り，適正な防犯灯の設置と維持管理を促進するため，防犯灯の管理主体である自治会等に対して，
ＬＥＤ防犯灯の優れた効果とともに，導入加算の補助制度を周知・啓発し，積極的な導入の促進に努めていく。

◆地域防犯活動促進事業
　市民一人ひとりの防犯意識を高め，地域の防犯力を高めていくためには，地区における自主的な防犯活動が継続的に行われることが
重要である。このため，地域防犯ネットワーク連絡会議において協働の地域づくり支援事業補助金「地域防犯活動」の有効活用や地区に
おける優良活動事例などの情報提供などを行い，持続的かつ効果的な活動を支援していく。

〈その他個別事業〉

・地域における防犯パトロールの充実

Ｈ５
　凶悪犯罪に移行する恐れのある犯罪の増加や不審者の出没が後を絶たな
い状況下，専門性の高い幼児対象指導員による巡回指導を活用し，抵抗力
や防御力に乏しい幼児に対する犯罪の未然防止を図る。

（社）栃木県防犯協会 負担金の交付

子ども（市民）

防犯講習会開催事業 市民

　地域における環境点検活動が継続的に実施されるほか，自主的な防犯活動団体が市内全３９地区に結成されるなど，地域
全体の防犯力が高まりつつあるが，施策指標である「日常生活において犯罪の被害に遭う不安を少しでも感じる市民の割合」
等が依然として５割を超えていることから，引き続き犯罪の未然防止等を図るため，自主防犯活動団体への支援や各種事業
の取組み，地域・警察・市の連携等が必要である。
　また，少子高齢化や核家族化が進展し，今後ますます空き家の増加が予想される中，空き家は，犯罪の発生，樹木・雑草の
繁茂などによる周囲の生活環境の悪化などの問題が懸念されることから，総合的な対策が必要である。

方向性

子どもの安全対策事業

〈施策全般〉
市民が安全で安心した生活を送るために，自主防犯活動団体及び地域安全活動団体に対する支援や各種事業の取組みなどを引き続き
行うとともに，空き家等の問題について，適正管理や利活用にかかる有効な対策を講じていく。

今後の方向性

課題

・犯罪被害者支援の推進

Ｈ１７
　個人の防犯意識の高揚を図るとともに，自ら防犯対策を実践することにより
地域の防犯力を高めるため，専門的な知識を有する防犯指導員を活用し，児
童生徒や高齢者など，対象に応じた防犯講習会を開催する。

防犯講習会の開催

Ｈ１７

　市民ニーズや社会経済情勢等の変化に柔軟に対応した地域の防犯活動が
行われるよう，「地域防犯ネットワーク連絡会議」において協働の地域づくり支
援事業補助金「地域防犯活動」の有効活用や地区における優良活動事例な
どの情報提供などを行う。
　また，地域による効果的な「環境点検活動」を実現するため，適切な助言と
ともに，点検結果に伴う要望等に対する対応など，庁内の関係課の連携を強
化する。
　さらに，空き家等の問題に対応するため，庁内関係課で構成する「空き家等
対策委員会」を活用して，全庁的に適正管理や利活用にかかる有効な対策を
検討・実施する。

Ｓ６３
　地域における自主的な防犯活動団体が市内全３９地区結成され，地域の
「防犯力」が高まりつつある中，児童生徒や防犯活動者をはじめ，地域の防
犯意識の向上を図るため，協会事業を支援する。

Ｈ１７

宇都宮防犯協会負担金4

6

・効率・効果的な防犯灯の設置促進

・防犯講習会等の実施

・犯罪発生情報等の提供
・暴力団を排除する取組の推進
・地域防犯ネットワークの連携強化
・市民総ぐるみ環境点検活動の充実
・空き家対策等の推進

№ 開始年度 施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針
戦略Ｐ・
主要事業

○

事業名

防犯灯設置等・管理補助金

3

1 Ｓ４２
　市民の犯罪被害への不安感の軽減と夜間における犯罪の未然防止に効果
的な防犯灯について，ＬＥＤ防犯灯の導入を促進し，電気使用量と管理負担
の低減を図り，適正な防犯灯の設置と維持管理を促進する。

防犯灯を設置・管理する自治会
等に対し，その費用の一部又は
全部の補助

自治会等

2

7 幼児対象誘拐防止巡回指導負担金

地域防犯活動促進事業 ○

5 （社）被害者支援センターとちぎ負担金

事業が属する総合計画の構成事業名
事業内容

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）


